





本稿は第三代シャフツベリ伯爵（Anthony Ashley Cooper, 3rd Earl of Shaftesbury, 
1761-1713）の著作『センスス・コムニス　　機知とユーモアの自由についての
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ている「共通の感覚」の概念について、マルクス・アウレリウス・アントニヌス












































































































































（ 1 ） 本研究は JSPS科研費 JP18J22823の助成を受けたものである。
（ 2 ） [The 3rd earl of Shaftesbury]. Characteristicks of Men, Manners, Opinions, Times, 
London, 1711. 以下『特徴』と略記する。
（ 3 ） 例として、Lydia B. Amir. Humor and the good life in modern philosophy: Shaftesbury, 
Hamann, Kierkegaard, SUNY Press, 2014を挙げておく。
（ 4 ） 例として、Isabel Rivers. Reason, grace, and sentiment: a study of the language of religion 
and ethics in England, 1660-1780, vol. 2, Cambridge University Press, 2000; Lois 
Peters Agnew. Outward, visible propriety: stoic philosophy and eighteenth-century British 
rhetorics, University of South Carolina Press, 2008を挙げておく。
（ 5 ） [The 3rd Earl of Shaftebsury]. A letter concerning enthusiasm, London, 1708. 以下『熱
狂書簡』と略記する。
（ 6 ） Richard B. Wolf. An old-spelling, critical edition of shaftesbury’s letter concerning 
enthusiasm and sensus communis: an essay on the freedom of wit and humour, Garland 
publishing, 1988, p. 12; Rivers. Reason, grace and sentiment, vol. 2, pp. 101を参照
せよ。ただし、『熱狂書簡』に対する当時の反響がどれほど『センスス・コムニス』
の議論に影響しているかという点は慎重に検討すべきである。
（ 7 ） “Miscellany IV.” Characteristicks, vol. 3, 1711, pp. 190-191. 相互参照は著作の随所に
見られる。
（ 8 ） 例えば、Oxford版の『特徴』の校訂者フィリップ・エイヤーは「一纏めにされる
課程で徹底的に校正された」と述べている。The 3rd earl of Shaftesbury. 
Characteristicks of men, manners, opinions, times, edited by philip ayres, vol. 1, preface.
（ 9 ） The 3rd earl of Shaftebsury. Sensus communis: an essay on the freedom of wit and 
humour, London, 1709, pp. 60-61.











（14） [The 3rd earl of Shaftesbury]. Characteristicks of men, manners, opinions, times, 
[London], 1711, pp. 103-105.
（15） サルマシウスたちの文献および頁数については、クラインがケンブリッジ版の『特徴』
で特定している。Characteristics, edited by Lawrence Klein, Cambridge University 
Press, 1999, p. 48を参照せよ。
（16） この注に「共通感覚」（κοινή αἴσθησις）という語への言及はない。
（17） Marcus Aurelius. His meditaions concerning himself, translated by Meric Casaubon, 
London, 1634, p. 8; Markou Antoninou autokratoros ton eis eauton, edited and 
translated by Meric Casaubon, London, 1643, p. 12.
（18） Marcus Aurelius. Markou Antoninou tou autokratoros ton eis heauton, edited and 
translated by Thomas Gataker, Cambridge, 1652, p. 5, line 3,
（19） Francis Hutcheson. An essay on the nature and conduct of the passions and affections, 
London, 1728.
（20） Hutcheson. An essay on the nature and condcut, London, 1728, p. 5.
（21） Francis Hutcheson. Philosophiae moralis institutio compendiaria, Glasgow, 1742.
（22） Francis Hutcheson. Philosophiae moralis, pp. ii, 16.





（24） Mrcus Aurelius. The meditations of the Emperor Marcus Aurelius Antonius, [translated 
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しくないか






























































































4 4 4 4
を叙述することは難問であり、また適切なことでもないが、それ
は育ちの良さ
4 4 4 4 4
を定義することも同じだ。この手の思弁が理解できるのは、それを
実践している人だけだ。だが、人は誰しも、自分は育ちが良い
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かもしれないが、教育され














































































































4 4 4 4
はますます流行し、極端な
ものになっていく。迫害の精神こそが冷やかし







































































































































































































































































































4 4 4 4 4 4
ようになった。とはいえ、万人が必ず賛同する
一つの確かで真実なる衣装
4 4 4 4 4 4 4 4 4
、ただ一つ





4 4 4 4
にも、様々な流儀のどれ
が厳密な真実の流儀








































































































































































































































4 4 4 4 4
温和なままにしておいてください。
自分たちがみな自然本性









































4 4 4 4 4 4 4
であるように表現するとしても、そのこと自体は
人類への配慮、すなわち、人々が馴れ合い
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を使えば、一部の個別の主
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て失敗し

















4 4 4 4
は何でもするかもしれないし、意に添うことなら〔差し引き
の〕余りが多いものを気に入る
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や公衆と祖国に尽くす熱心さ
























































4 4 4 4 4 4 4 4
」ことだからだ。それが善良で誠実な
4 4 4 4 4 4
ことだからだ。そこ
で、これが尤もな理由であり、共通の感覚













な読みである。Ranjana Khanna. “Technologies of belongin: Sensus communis, 
disidentification.” Communities of sense: rethinking aesthetics and politics, edited by Beth 
Hinderliter and others, Duke University Press Books, p. 114および『ホラティウス
全集』、鈴木一郎訳、玉川大学出版、116-120頁を参照せよ。
（ 2 ） 「マルコによる福音書」第4章9節。例え話については同章 11-12節も参照せよ。
（ 3 ） 「ヤヌス」（Janus）とは頭部の表と裏に顔を持ち、（建物や物事の）扉を守る古代
ローマの神である（‘Janus, n.’ 1, OED）。
（ 4 ） 「試合場」（Lists）は「決闘や競争の場所ないし場面」と取った（“list, n.3” I.9.b, 
OED）。また、「世俗の腕力」（Secular Arm, ラテン語の brachium seculareに該当）
とは、教会が違反者を罰する際にそれを助力する世俗権力のことである（‘secular, 
adj. and n.’ A.I.2.a, OED）。
（ 5 ） 「陽気者アンドリュー」（Merry-Andrew）は、バーソロミューの縁日（Bartholomew 
Fair）の出し物に関係する名前であり、人形劇に登場する道化者の固有名詞と推測
されている（“merry-andrew, n. and adj.” Etymology, OED）。
（ 6 ） ユウェナリス『風刺詩』第1歌。『ローマ風刺詩集』、国原吉之助訳、岩波書店、
2012年、77頁。
（ 7 ） この箇所だけからはシャフツベリが具体的に念頭に置いている作品や会話を明らか
にすることはできない。ただし、同時代のイタリアの劇作品に関して言えば、シャ
フツベリの蔵書の一冊であったエヴァリスト・ゲラルディ（Evaristo Gherardi, 






ち得る。Evaristo Gherardi. Le théâtre Italien, Amsterdam, 1695; The 3rd earl of 
Shaftesbury. Characteristics of men, manners, opinions, times, edited by Lawrence E. 
Klein, Cambridge University Press, 1999, p. 59.
（ 8 ） 「悲劇役者の厚底靴」（Tragick Buskin）とは、古代ギリシア悲劇で使用された厚底
靴（コトルノス）を指している（“Buskin, n.” 2.a, OED）。また、「やり口」（Gate）
は「何かをしたり振る舞ったりする際のやり方、作法、方法」という意味で取った
（“gate n.2”, III. 9. a, OED）。
（ 9 ） この箇所はアリストテレスの『弁論術』第3巻18章に基づいており、この言葉はゴ
ルギアスに帰せられている（堀尾耕一訳、『アリストテレス全集』、第18巻、岩波書
店、2017年、320頁）。ちなみに、1711年の『特徴』では、この箇所のギリシア語と
共にラテン語訳（“Seria Risu, Risum Seriis discutere”）が挙げられているが、この
訳文の翻訳元は不明である。[Shaftesbury]. Characteristicks, 1711, p. 74; De rhetorica 
seu arte dicendi libri tres, edited by T. Goulston. London, 1619, p. 237; Opera omnia 








は彼の所有していた Catullus, Tibullus, and Propertius. Opera, [edited by Arthur 




















least on one side）という表現が彼らのどちらを指すのかは不明である。『特徴』の
注には、同様の友情の例として、古代の神話上の人物や哲学者、偉人たちの名前が
数多く挙げられている。
（18） シャフツベリは「ローマ人への手紙」5章7節を挙げて、パウロも一般の自己犠牲の
可能性を認めていたと指摘している。
（19） ホラティウス『歌集』第3巻2歌（『ホラティウス全集』、鈴木一郎訳、389頁）。
